
環状・非環状構造を有する化合物を気体とする技術の概要

バイオマス廃棄物について

レアメタル分離技術の開発 
-基礎研究から実用化まで-

技術の概要

本技術に関し、対応可能な連携形態（サービス） 開発段階

研究者・連携窓口情報

技術の活用イメージ

基礎研究から実用化まで幅広いレアメタル分離剤（溶媒抽出剤、
イオン交換樹脂・膜、吸着剤、イオンセンサー）や分離プロセスの開発

本研究室では家電製品の廃棄物などのレアメタルを資源と捉

え、必要な元素を選択的、かつ効率的に回収する技術の基礎

研究を実施しています。現在、工業的な応用も視野に研究を進

め、これまでの成果を基に実用化を狙えるテーマにシフトし、

合成が容易で低コストを実現する分離剤の開発や、企業から

提供を受けた実廃液中の金属回収を試行中です。また、高酸

濃度や高金属濃度といった高負荷条件の実廃液で試行を繰

り返すことにより、その対象領域を拡大しています。

具体的には、①特異的分離を発現する環状・非環状の分離剤

の開発や佐賀近隣地域で廃棄されている各種果汁搾汁の残

渣・藻類廃棄物などバイオマス廃棄物を利用した吸着剤の開

発、②共存イオンに影響されない選択性の高い分離剤および

分離プロセスの開発、③マイクロリアクターを用いたレアメタ

ルの逐次回収プロセスの開発、④ガス吸収剤の開発などを

行っています。

使用済小型家電などの基盤から抽出したレアメタルなど、金属

イオンを効率的かつ安価に分離回収できます。各種実廃液を

用いた試行を実施しておりますので、ぜひご相談ください。

佐賀大学　リージョナル・イノベーションセンター

大渡 啓介　（佐賀大学　工学系研究科　教授）
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参考資料

http://chemeng.chem.saga-u.ac.jp/Research.html
Webサイト

第35回溶媒抽出討論会　要旨集A-08
発表資料

白金抽出剤、白金の抽出方法、及び白金の回収方法
（特願2016-225239）

実績あり

所在地 〒840-8502 佐賀市本庄町1番地 　TEL 0952-28-8961

URL http://www.suric.saga-u.ac.jp/　E-mail suric@ml.cc.saga-u.ac.jp

水質汚濁対策

新規リン吸着材を活用した排水高度処理システムと
回収リンの循環利用技術

技術の概要

本技術に関し、対応可能な連携形態（サービス） 開発段階

研究者・連携窓口情報

技術の活用イメージ

水環境における富栄養化の原因のひとつであるリンを資源として回収することが
できる、環境保全と資源対策双方に有効な技術。

　リンの吸脱着特性が未知の酸化コバルトをリン吸着材に

活用した廃水処理／リン資源回収技術。吸着材は製造プロ

セスが簡便な全セラミックス製で、窯業土石業での製造が

可能。リン吸着が高速である点、低～高濃度リンを含む廃液

を処理でき、最終的に吸着リンを肥料など資源に回収でき

る点に特長がある。　廃水等、水中のオルトリン酸イオンを

吸着し、吸着飽和後はアルカリ性水溶液（リン脱着液）を接

触させ、吸着したオルトリン酸イオンを脱着・回収できる酸

化コバルトを有効成分とするリン除去材（図a）を開発した。

廃水とリン脱着液の流路を切替え可能な排水処理システム

（図b）に本吸着材を充填することで、廃水中のオルトリン酸

イオンを80%以上吸着でき（図c）、吸着飽和後は脱着液を

通水して吸着したオルトリン酸イオンを脱着、肥料などのリ

ン資源として回収（図d）する。 研究者・開発者からのコメント

新規なリン吸着材を開発して特許を取得し、それを活かした

リン吸脱着システムも開発し、実証試験で有用性を確認し

た。多くの懸濁物質を含む排水の前処理やスケールアップに

課題があり、実用化に向け企業と共同研究を希望。

長崎県窯業技術センター　研究企画課

高松 宏行　（長崎県窯業技術センター　環境・機能材料科　主任研究員）
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吸着材充填用リン吸着塔を多段組み、吸着塔を挟んで上下

に供給槽、処理水槽を配したユニット形式にする。排水処理

施設の高度処理を規模に応じ複数のユニットを連結可能に

し、ユニット同士水槽を共有した小～大規模に対応可能なシ

ステムとする。リン回収液に消石灰を加えた水酸アパタイト

の沈降分離物は、回収リンとして肥料に活用する。

参考資料

http://www.pref.nagasaki.jp/yogyo/report_kenkyu/pdf/h18/H18-12.pdf

リン除去剤（特許第5754695号）

論文

http://www.pref.nagasaki.jp/yogyo/report_kenkyu/pdf/h24/H24-01.pdf

所在地 〒859-3726 長崎県東彼杵郡波佐見町稗木場郷605-2　TEL 0956-85-3140

URL http://www.pref.nagasaki.jp/yogyo/　E-mail s05510@pref.nagasaki.lg.jp
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